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附
則
第
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
令
附
則
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
）

第
十
一
条
の
二

令
附
則
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
附
則
第
六
条
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
令
附
則
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三

号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障
害
者
の
所
得
の
状
況
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
の
算
定
方
法
）

第
十
一
条
の
三

令
附
則
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二

号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障
害
者
の
所
得
の
状
況
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

支
給
決
定
障
害
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
二
万
四
千
六
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ

る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
と
す
る
。）と
す
る
。

一

認
定
月
収
額
が
令
第
四
十
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
三

号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
下
回
る
支
給
決
定
障
害
者

零

二

認
定
月
収
額
が
令
第
四
十
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
三

号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
超
え
る
支
給
決
定
障
害
者

認
定
月
収
額
か
ら
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項

第
二
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額

附
則
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
費
の
支
給
に
係
る
経
過
措
置
）

第
五
条

第
三
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
及
び
共
同
生
活
援
助
」
と
あ
る
の
は
、

「
、
共
同
生
活
援
助
及
び
旧
法
施
設
支
援
（
法
附
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
旧
法
施
設
支
援
を
い
い
、
通
所
に
よ

る
も
の
を
除
く
。）」
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
号
中
「
共
同
生
活
援
助
又
は
指
定
施
設
支
援
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共
同
生
活
援
助
等
」

と
い
う
。）」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
療
養
介
護
、
共
同
生
活
介
護
、
施
設
入
所
支
援
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行

支
援
、
共
同
生
活
援
助
又
は
旧
法
施
設
支
援
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「（
共
同
生
活
援
助
等

の
」
を「（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
」
に
、「
そ
の
他
共
同
生
活
援
助
等
」
を
「
そ
の
他
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
に
、「
当

該
共
同
生
活
援
助
等
」
を
「
当
該
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
に
、「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
月
収
額
」
を
「
以
下

「
認
定
月
収
額
」
に
改
め
、「
支
給
決
定
障
害
者
等
」
の
下
に
「
で
あ
っ
て
、
共
同
生
活
介
護
、
施
設
入
所
支
援
、
自

立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
共
同
生
活
援
助
又
は
旧
法
施
設
支
援
（
第
三
号
に
お
い
て
「
共
同
生
活
介
護
等
」
と
い

（
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
六
十
五
条
の
十
五

法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
主
と
し
て
居
宅
に

お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
障
害
児
に
係
る
療
育
指
導
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平

成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。）の
設
置

運
営
そ
の
他
特
に
専
門
性
の
高
い
相
談
支
援
事
業
、
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
相
談
支
援
の
体
制
に
関
す
る

協
議
を
行
う
た
め
の
会
議
の
設
置
そ
の
他
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
事
業
で
あ
っ
て
広
域
的
な
対
応
が
必
要
な
も
の
と
す
る
。

附
則
第
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
一
条
の
二

法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
第
一
条
の
二
中
「
及
び

就
労
移
行
支
援
」
と
あ
る
の
は
、「
、
就
労
移
行
支
援
及
び
就
労
継
続
支
援
（
法
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
旧
法
受
給
者
に
対
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）」
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
一
条
の
三

法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
第
六
条
の
三
中
「
及
び

就
労
継
続
支
援
」
と
あ
る
の
は
、「
及
び
就
労
継
続
支
援
並
び
に
旧
法
施
設
支
援
（
法
附
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る

旧
法
施
設
支
援
を
い
い
、
通
所
に
よ
る
も
の
に
限
る
。）」
と
す
る
。

（
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
一
条
の
四

法
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
決
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
障
害
者
に
係
る

法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
に
お
け
る
そ
の
者
に
係

る
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
七
条
の
十
一
第
三
項
第
一
号
又
は
法

附
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
十
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る

施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
期
間
の
残
存
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

２

平
成
十
八
年
十
月
一
日
以
降
に
旧
法
施
設
支
援
（
法
附
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
旧
法
施
設
支
援
を
い
う
。
附

則
第
七
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
決
定
を
さ
れ
た
者
に
係
る
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
期
間
は
、
支
給
決
定
を
行
っ
た
日
か
ら
当
該
日
が
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
と
一
月
間
か
ら
三
十
六
月

間
ま
で
の
範
囲
内
で
月
を
単
位
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
支
給

決
定
を
行
っ
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
月
間
か
ら
三
十
六
月
間
ま
で
の
範
囲
内
で
月
を
単

位
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
期
間
と
す
る
。

第
一
条
の
五

平
成
十
八
年
十
月
一
日
に
な
さ
れ
た
支
給
決
定
（
前
条
各
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
第

十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
十
二
月
間
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
月
間
」
と
、

同
項
第
二
号
中
「
三
十
六
月
間
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
二
月
間
」
と
す
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条

削
除

附
則
第
三
条
中「（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。）」
を
削
り
、「
切
り

捨
て
る
」
を
「
切
り
上
げ
る
」
に
改
め
る
。

う
。）を
受
け
て
い
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
共
同
生
活
援
助
又
は
指
定
施
設
支
援
（
知
的
障
害
者
通
勤

寮
支
援
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
共
同
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
共
同
生
活
援
助
又
は
旧
法
施

設
支
援
（
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
（
法
附
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
知
的
障
害
者
福

祉
法
第
二
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
限
る
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
第

六
十
三
条
」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百

七
十
四
号
）
第
四
十
四
条
」
に
改
め
、「
就
労
に
よ
る
収
入
」
の
下
に「（
以
下
「
就
労
収
入
」
と
い
う
。）」
を
、「
認
め

た
も
の
」
の
下
に「（
以
下
「
年
金
等
収
入
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
指
定
施
設
支
援
（
知
的
障
害

者
通
勤
寮
支
援
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
共
同
生
活
介
護
等
を
受
け
て
い
る
も
の
（
前
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

就
労
等
収
入
額
が
六
万
六
千
六
百
六
十
七
円
を
超
え
る
支
給
決
定
障
害
者
等

\
か
ら
^
ま
で
の
場
合
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
\
か
ら
^
ま
で
に
掲
げ
る
額

\

就
労
収
入
の
額
が
三
千
円
以
下
の
場
合

就
労
等
収
入
額
か
ら
六
万
九
千
六
百
六
十
七
円
（
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
者
に
つ
い
て
は
、
六
万
六
千
六
百
六
十
七
円
と
す
る
。）を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
認
定
月
収
額
か
ら
就
労
等
収
入

額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

]

就
労
収
入
の
額
が
三
千
円
を
超
え
四
万
三
百
三
十
三
円
以
下
の
場
合

就
労
等
収
入
額
か
ら
就
労
収
入

の
額
と
六
万
六
千
六
百
六
十
七
円
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、

零
と
す
る
。）に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
認
定
月
収
額
か
ら
就
労
等
収
入
額
を
控
除
し
て
得
た
額

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

^

就
労
収
入
の
額
が
四
万
三
百
三
十
三
円
を
超
え
る
場
合

認
定
月
収
額
か
ら
十
万
七
千
円
を
控
除
し
て

得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
認
定
月
収

額
か
ら
就
労
等
収
入
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

附
則
第
七
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

認
定
月
収
額
が
令
第
四
十
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
同
号
に
規

定
す
る
食
事
療
養
標
準
負
担
額
及
び
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
合
計
額
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）と
同
項
第
三
号

に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
下
回
る
支
給
決
定
障
害
者
等
で
あ
っ
て
、
療
養
介
護
を
受
け
て
い
る
も
の

認
定
月

収
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額

五

認
定
月
収
額
が
令
第
四
十
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
二
号
に
掲
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